




要約:昭和 61 年度までに神経芽細胞腫(NB)マススクリーニング(MS)で発見され,登録・確認

できた 171 例の分析を予後を中心に観察した。171 例のうち,生存例は 166 例(97%)で大変

良い結果がえられた。これは早期発見の結果であるが,発見時,原発腫瘤小さく全摘出でき

るためであったが,周囲への浸潤や局所,遠隔に転移のある例が多く見られたことは注目す

べきである。MS が NB の予後改善に大きく貢献していることは明らかであった。全国での

これまでの発見頻度は 1/14,000・6 か月乳児であったが,昭和 63 年 4 月からの HPLC 法の導

入の推進により高頻度に発見されると予想される。 


